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ごあいさつ

To Our Shareholders

代表取締役会長兼社長　小森裕作

販売業界におきましては、新型コロナウイルス
感染症の影響により、プロ、アマチュア、学生、
一般層の関わる様々なスポーツにおいて、活動
が制限される状況となりました。2020年東京
オリンピック・パラリンピックの開催に向けて
事態の鎮静化が望まれます。
　一方、EC市場の拡大により、お客様の購買動
向の変化が進行しております。当社グループは
EC販売システムへの投資により、販売サイトの
利便性を高め、EC市場でのシェアの獲得を推し
進めるとともに、拡大するEC市場のお客様をリ
アル店舗へ送客する仕組みを整えるなど、市場
変化への対応を進めております。

2．出店退店の状況について
　当第2四半期連結累計期間における出退店の
状況については5店舗を退店いたしました。
2021年2月28日現在で当社グループの店舗数
は全国で99店舗、売場面積は212,483㎡、前年
同期比で店舗数は7店舗減、売場面積は8,128㎡
減となりました。

3．当中間期の業績について
　売上高については、前年同期に在庫処分を強
化していたことに対する反動減が生じたものの、
コロナ禍の下、特に「新しい生活様式」への親
和性が高いとされるゴルフ、アウトドアが好調
に推移したこと、気温の低下や降雪に恵まれた
年になったことから、前年同期比104.1％とな

株主の皆様へ
　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上
げます。

　さて当社グループ2021年8月期（当社第46
期　2020年9月1日〜2021年8月31日）の中
間決算を行いましたので、ここにご報告させて
いただきます。

1．当中間期の日本経済の動きについて
　当第2四半期連結累計期間（2020年9月1日
～2021年2月28日）における我が国の経済は、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大影響下に
あり、様々な活動に制約が課せられる状況とな
り、経済活動に混乱と停滞が継続しました。
　当社グループが属しておりますスポーツ用品
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りました。商品別では、一般スポーツ用品は前
年同期比97.2％となり、ゴルフ用品101.7％、
アウトドア用品124.6％、スキー・スノーボー
ド用品121.3％となりました。
　連結売上総利益率は、全般に季節の推移が順
調に進んだことから、大きな在庫消化負担が生
じず35.3％となり、前年同期に比べ2.3ポイン
ト上昇いたしました。
　販売費及び一般管理費については、コロナ禍
により変動する市場動向に応じて慎重な予算行
使を行っていることなどから前年同期に比べ減
少しております。
　また、特別損失として今期に退店した店舗に
係る減損損失など36百万円を計上しております。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間にお
ける連結業績は売上高30,602百万円（前年同期
比4.1％増）、営業利益852百万円（前年同期は
549百万円の営業損失）、経常利益953百万円
（前年同期は481百万円の経常損失）、親会社株
主に帰属する中間純利益578百万円（前年同期
は386百万円の親会社株主に帰属する中間純損
失）となりました。

4．連結業績予想について
　現在のところ、2021年3月1日に発表いたし
ました業績予想を据え置いております。
　なお、業績予想については、本資料の発表日
現在において入手可能な情報に基づき作成した
ものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって、予想数値と異なる場合があります。
　また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
など、市場環境に影響を与える可能性がある事
象についてはその動向を注視しております。今
後、業績予想を修正する必要が生じた場合には、
速やかに開示いたします。

　これからも社員一同精一杯努力を続けてまい
りますので、今後とも株主の皆様には、なお一
層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、心からお願
い申し上げます。

2021年5月
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Financial Highlight

連結財務ハイライト

第43期
（2018年8月期）

第44期
（2019年8月期）

第45期
（2020年8月期）

第46期
（2021年8月期）

67,960

32,255 32,404

57,721

29,408

61,000（予）

30,602

66,560

単位：百万円

売 上 高

30,602百万円
前年同期比　104.1％

上半期：
通　期：

第43期
（2018年8月期）

1,203

266

第45期
（2020年8月期）

△77

△549

1,370（予）

852

第44期
（2019年8月期）

867

第46期
（2021年8月期）

△487

単位：百万円

営業利益又は営業損失（△）

852百万円
上半期：
通　期：

前年同期比　－

第43期
（2018年8月期）

1,305

△481

第45期
（2020年8月期）

△20
△328

1,500（予）

308

第44期
（2019年8月期）

993

第46期
（2021年8月期）

953

単位：百万円

経常利益又は経常損失（△）

953百万円
上半期：
通　期：

前年同期比　－

第43期
（2018年8月期）

第45期
（2020年8月期）

第44期
（2019年8月期）

第46期
（2021年8月期）

338

△386

728

△83

△789

900（予）
587 578

単位：百万円

親会社株主に帰属する当期純利益又は当期純損失（△）

578百万円
上半期：
通　期：

前年同期比　－
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改装店舗紹介

Store Introduction

増床改装、売場改装を6店舗で実施
　主要店舗における増床改装および売場改装を上期に6
店舗実施いたしました。話題性の多いアウトドア用品
を更にお客様に見易くご提供するために、トレッキン
グ＆キャンプ部門の新規商品の取り扱いや売場の拡張
を行い、より一層魅力ある商品構成を実現し、アウト
ドアの楽しさやフィールドシーンが伝わる売場改装を
行いました。またランニングシューズを含めたスポー
ツ全般の売場では、お客様に最適なアイテムを選んで
いただけるような売場提案を強化いたしました。

第43期
（2018年8月期）

109

第44期
（2019年8月期）

106

第45期
（2020年8月期）

104

第46期
（2021年8月期）

99

ヒマラヤ店舗数の推移
（単位：店舗）

店舗網（2021年2月28日現在）

最新の店舗網は当社ホームページをご覧ください。（ホームページアドレス　https://www.himaraya.co.jp/）

関東エリア
ヒマラヤ	：10店舗
その他	 ：	 1店舗

東海エリア
ヒマラヤ	：22店舗
その他	 ：	 1店舗

中国・四国エリア
ヒマラヤ	：26店舗

信越・北陸エリア
ヒマラヤ	：5店舗

関西エリア
ヒマラヤ	：14店舗

九州・沖縄エリア
ヒマラヤ	：20店舗

ヒマラヤ	：97店舗
その他	 ：  2店舗
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2020年9月5日（土）～9月6日（日）
大阪会場：スノーピーク箕面キャンプフィールド
2020年9月12日（土）～9月13日（日）
新潟会場：スノーピークヘッドクォーターズキャンプフィールド
　アウトドア総合メーカーであるスノーピークとタッグを組み、
キャンプイベントを開催いたしました。講習会ではしっかりとキャ
ンプを学び、イベントでは笑顔があふれ、参加者は日常と違う自
然の中での生活を家族一緒に満喫され、キャンプならではの貴重
な体験を経験しました。これからも参加者の方々との貴重な時間
を共有し、共に成長できるようなキャンプイベントを継続してま
いります。

トピックス

Topics

『ヒマラヤ×スノーピーク　スターターキャンプ』

2021年3月14日（日）	 予選リーグ
3月20日（土・祝）	決勝トーナメント

　愛知県岡崎市にて、「第17回ヒマラヤ杯フットベースボール大
会」を開催いたしました。地域に根付いているスポーツを通じ地
域交流の場として毎年開催しております。昨年から続く、新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響により2020年秋から延期となり中
止も危ぶまれましたが、地域の関係者や団体・保護者との強いリ
レーションシップの下、無事開催することができました。選手た
ちは何事にも負けない気持ちをボールに込めて躍動してくれまし
た。これからもスポーツの楽しさ、夢と感動を伝えられるスポー
ツ大会を継続してまいります。

『第17回ヒマラヤ杯フットベースボール大会』

2021年1月15日（金）～2月23日（火・祝）
　全国40店舗にて「第4回ピッチング＆スイングコンテスト　全
国大会」を開催いたしました。今回は、前回の開催店舗30店舗を
40店舗に拡大して開催し、より多くの野球少年少女が参加してい
ただけるようにいたしました。
　日頃の成果を確認する選手たちやライバルに負けないように奮
闘している選手たち、我が子の成長を楽しみにしている親御様など、
多くの方々にご来店いただき楽しんでいただきました。
　期間中は、約6,000名という過去最多の選手にご参加いただき
大いに盛り上がるイベントとなりました。これからもスポーツの
楽しさ、夢と感動を伝えられるイベントを開催してまいります。

『第4回ピッチング＆スイングコンテスト　全国大会』

優勝／福釜F-girls
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　2021明治安田生命J3リーグに所属する株式会社岐阜フットボー
ルクラブのプロサッカーチーム「FC岐阜」と2021年2月より1年
間のオフィシャルパートナー契約を結び、今年で9年目となります。
　昨シーズンは、J3リーグへの参入となり1年でのJ2復帰という
目標を掲げて戦いましたが、J2昇格の夢は果たせませんでした。
それでもコロナ禍というプロスポーツ業界には厳しい状況の中、
選手は夢や希望や負けない気持ちを伝えてくれました。
　地元岐阜のサポーターの応援を背に、J1参入を目指して戦う「FC
岐阜」を私たちは応援し、今後もスポーツ文化の繁栄と発展に努め
てまいります。

　岐阜陸上競技協会が計画する大会で選手が身につけるゼッケン
のスポンサーとして、2021年4月より1年間のサポート契約をい
たしました。岐阜陸上競技協会には、約8,000名の会員が登録さ
れており今年で5年目のサポートになります。
　2020年度はコロナ禍の中、多くの大会や記録会が中止となり、
選手も自分の記録や成長を感じることができない1年でしたが、開
催できた大会や記録会で躍動する姿には胸が熱くなりました。
　これからもスポーツを通じて青少年の健全育成、地域社会の活
性化支援に努めてまいります。

　岐阜・愛知・三重・静岡県内の小学生を対象とした中日ドラゴンズ
学童チーム「中日ドラゴンズジュニア」をサポートいたしました。今
年で6年目のサポートとなり、セレクションで選ばれた選手は中日ド
ラゴンズの下部組織として、憧れの中日ドラゴンズの選手と同じユニ
フォームを着て、緊張と興奮の中大好きな野球を存分に楽しみました。
　2020年12月に開催された「NPB12球団ジュニアトーナメント」
では決勝戦で敗れ、惜しくも準優勝という立派な成績であったに
もかかわらず、試合後には涙を流す選手の姿に心を打たれました。
　「ヒマラヤがサポートする中日ドラゴンズジュニアチームに所属
していました。」と話すプロ野球選手が現れることを夢見て、今後
もスポーツを通じて青少年の健全育成に努めてまいります。

『FC岐阜 オフィシャルパートナー』

『岐阜陸上競技協会　ゼッケンスポンサー』

『中日ドラゴンズジュニアチーム　サポート』

ⓒkazPhotography/FC GIFU

ⓒ中日ドラゴンズ
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License Brand
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HIMARAYA Online&Members

お客様の生活にあわせて、ヒマラヤも進化します

ヒマラヤの便利でお得な会員サービス

オンラインでもっと便利に！ 店舗もより便利に！

https://www.himaraya.co.jp/lp/onlineservice https://www.himaraya.co.jp/lp/ordersystem

https://member.himaraya.
co.jp/front/app/customer/
customer_edit1/
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New Release

当社は、2021年2月9日岐阜県関市と同市板取地区に係る包括連携協定を締結いたしました。

本協定は当社が提唱する「サステナブル・スポーティング・ライフ」の事業理念と関市の
板取地区に対する振興方針に基づき、相互に連携協力しながら地域の社会・産業・観光の
振興・発展を図り、板取地区に関心を持つ関係人口を創出することを目的としております。

板取地区は山、川、谷、夜には美しい星空が広がる自然豊かな地域となります。周辺には
キャンプ場や温泉があることに加え、観光客も多く訪れる「（通称）モネの池」や「株杉 
の森」があります。また、中心地には海外の開かれた自然との共生をイメージした校舎や
体育館、フルスケールのグラウンドを備えた旧板取中学校（2016年閉校）もあります。

それら美しい自然を含む地域資産を活かしたスポーツ・アウトドアイベント等の事業連携
を今後計画して参ります。

サステナブル・スポーティング・ライフ
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https://sar.gifu.jp/sustainable/
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株主メモ

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用
されていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住
友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設してお
ります。特別口座についてのご照会は、上記の電話照会先にお願い
いたします。

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出
およびご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券
会社に口座を開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連
絡ください。

株 式 の 状 況 発行可能株式総数� 40,000,000株
発行済株式総数� 12,320,787株
株主数（2021年2月28日現在）�10,581名
単元株式数� 100株

事 業 年 度 毎年9月1日から翌年8月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年11月開催
基 準 日 定時株主総会� 毎年8月31日

期末配当金� 毎年8月31日
中間配当金� 毎年2月　末日
そのほか必要があるときは、あらかじめ
公告して定めた日

公 告 の 方 法 公告の方法は電子公告であります。ただし、
やむを得ない事由により電子公告をする
ことができない場合は日本経済新聞に掲
載いたします。
（ホームページアドレス　https://www.
himaraya.co.jp/）

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目
8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電 話 照 会 先 0120-782-031（フリーダイヤル）
インターネットホームページURL https://www.smtb.jp/personal/

agency/index.html

会社データ

商 号 株式会社ヒマラヤ
（HIMARAYA Co.,Ltd.）

代 表 者 代表取締役会長兼社長　小森裕作
証 券 コ ー ド 7514

（東京証券取引所および
名古屋証券取引所各第一部上場）

本 店 所 在 地 〒500-8630
岐阜県岐阜市江添1丁目1番1号
TEL 058-271-6622（代表）

ホームページ https://www.himaraya.co.jp/
設 立 1991年
資 本 金 2,544百万円
従 業 員 数 673人（単体）

取 締 役（2021年4月13日現在）
代表取締役会長兼社長 小森　裕作
取締役 小森　一輝
取締役 後藤　達也
取締役 升　　浩則
取締役 三井　宣明
取締役（常勤監査等委員） 川村　祥之（社外）
取締役（監査等委員） 加藤　文夫（社外）
取締役（監査等委員） 西尾　嘉寿（社外）

グループ企業の状況

会社名 資本金
（百万円）

当社の
議決権比率
（％）

主要な
事業内容

コアブレイン
株式会社 100 100 フルフィル

メント事業


